
1 

 

松 本 市 人 権 関 連 施 策 一 覧        

 

【人権共生課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

松本市 

差別撤廃

人権擁護

審議会 

１ 目的 

   市長の諮問に応じ、人権行政について調査 

審議するもの 

２ 会議 

   審議会 令和７年３月２５日（火）開催 

｢松本市犯罪被害者等支援条例施行状況、人

権施策取組状況について」 

１ 目的 

   市長の諮問に応じ、人権行政について調査 

審議するもの 

２ 会議 

   審議会 令和７年１１月２６日（水）開催 

｢人権施策取組状況、第４次松本市多文化共

生推進プラン（案）について」 

人権教育

啓発事業 

１ 広報まつもとによる啓発 

人権啓発特集ページ（１１月号） 

２ 出前講座他 

⑴ 職員研修（職員課報告） 

⑵ 出前講座 

ア 性の多様性 

イ 人権全般 

⑶ 性の多様性小中学校講座 

 ア 小中学生講座 

 イ 教職員研修 

３ 相談事業 

 ⑴ 部落差別に関する相談 

 ⑵ 性的マイノリティ専門相談 

４ 人権啓発イベントの開催 

  松本ヒューマンライツフェア 

  令和６年１２月１４日（土） 

松本市立博物館１階講堂 

・小・中学生人権啓発ポスター表彰式 

・中学生人権作文コンテスト松本市表彰式 

・入選作文朗読 

・人権ワークショップ 

（参加者：会場７４名） 

５ 啓発資料の掲示、提供 

⑴ 人権啓発ポスター展 

   市内小・中学生から募集した人権啓発 

ポスター作品（1３４点）を展示 

・令和６年１０月１８日（金）～１１月７

日（木）Ｍウイング３階渡り廊下 

・令和６年１１月１１日（月）～２５日

（月）イオンモール松本風庭１階 

・令和６年１１月２６日（火）～１２月 

２４日（火）Ｍウイング２階ふれあいロ

ビー 

・令和７年１月４日（土）～１９日（日） 

梓川アカデミア館 

⑵ 人権映画の日（１２回）Ｍウイング３階 

⑶ 人権教育・啓発ＤＶＤの購入、利用促進 

１ 松本市ホームページによる情報発信 

  人権に関する相談会等の情報発信 

２ 出前講座他 

⑴ 職員研修（職員課報告） 

⑵ 出前講座 

ア 性の多様性 

イ 人権全般 

⑶ 性の多様性小中学校講座 

 ア 小中学生講座 

 イ 教職員研修 

３ 相談事業 

 ⑴ 部落差別に関する相談 

 ⑵ 性的マイノリティ専門相談 

４ 人権啓発イベントの開催 

  松本ヒューマンライツフェア 

  令和７年１２月１３日（土）（予定） 

松本市立博物館１階講堂 

・小・中学生人権啓発ポスター表彰式 

・中学生人権作文コンテスト松本市表彰式 

・入選作文朗読 

・人権映画上映会 

   「荒野に希望の灯をともす」 

５ 啓発資料の掲示、提供 

⑴ 人権啓発ポスター展（予定） 

   市内小・中学生から募集した人権啓発 

ポスター作品（４７点）を展示 

・令和７年１１月１７日（月）～１２月１

日（月）イオンモール松本風庭１階 

・令和７年1２月３日（水）～１２月１９

日（金）Ｍウイング３階渡り廊下 

・令和７年１２月２４日（水）～令和８年

１月１２日（月） 

梓川アカデミア館 

⑵ 人権映画の日（１２回）Ｍウイング３階 

⑶ 人権教育・啓発ＤＶＤの購入、利用促進 

  地域、企業、学校での人権教育・啓発研修 

会等への貸出 

資料３ 
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  地域、企業、学校での人権教育・啓発研修 

会等への貸出 

・ＤＶＤ保有数 １３９本 

６ 地区人権啓発推進事業 

 ⑴ 目的 

市内３５地区人権啓発推進協議会による

地区内での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

  ア 総会、研修会 

    令和６年６月２１日（金） 

    「犯罪被害者等の人権と支援の必要性

について」 

講師 鈴木 良忠氏 

（認定NPO法人 長野犯罪被害者支援 

 センター 専務理事兼センター長） 

（参加者５６人） 

  イ 人権同和古文書研究推進 

    （古文書学習会１２回） 

  ウ 各地区における人権教育・啓発事業の 

   実施 

７ 企業人権啓発推進事業 

  松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

 （令和６年１２月１日現在 会員２４４社） 

⑴ 目的 

 企業人権啓発推進連絡協議会による職 

場での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

   役員会・総会・研修会 

  令和６年７月２６日（金） 

  「ワークライフバランス」 

    講師 堀 綾子 氏 

   （イーキュア株式会社） 

⑶ 人権啓発講座 開催 

 第１回 令和６年８月２０日(火) 

テーマ 「セクシュアリティの多様性 ～

誰もが働きやすい組織づくり～」 

講 師  坂井 真琴 氏 

 （NPO法人子ども・若者サポート はみんぐ） 

 （参加者 会場１２名、オンライン２名） 

第２回 令和６年９月２６日(木) 

  テーマ 「もっと輝く未来のために【女性リ

ーダー育成のためにすべきこと】」 

講 師  内川 小百合 氏 

 （丸の内ビジネス専門学校 理事長・校長） 

 （参加者 会場８名、オンライン５名） 

第３回 令和６年１０月２９日（火） 

テーマ 「パワハラ防止に役立つ『アンガー

マネジメント研修』」 

 

 ⑷ 電通・人権ポスター展示（予定） 

   部落差別、女性差別等をテーマにしたポ

スターを市役所、図書館に展示 

６ 地区人権啓発推進事業 

 ⑴ 目的 

市内３５地区人権啓発推進協議会による

地区内での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

  ア 総会、研修会 

    令和７年６月２０日（金） 

    「松本市の多文化共生について～やさ

しい日本語編～」 

講師 山本 修平 

（人権共生課人権担当係長） 

（参加者５３人） 

   

イ 人権同和古文書研究推進 

      

  ウ 各地区における人権教育・啓発事業の 

   実施 

７ 企業人権啓発推進事業 

  松本市企業人権啓発推進連絡協議会 

 （令和７年１１月１日現在 会員２４２社） 

⑴ 目的 

 企業人権啓発推進連絡協議会による職 

場での人権教育・啓発事業の推進 

 ⑵ 活動 

   役員会・総会・研修会 

  令和７年７月２９日（火） 

  「女性が働きやすい職場とは 

   ～ＤＥ＆Ｉ推進を目指して」 

    講師 岡野 喜子 氏 

   （中電クラビス株式会社 取締役 兼 

    英和株式会社 取締役） 

⑶ 人権啓発講座 開催 

 第１回 令和７年８月２１日(木) 

テーマ 「外国人住民の現状と課題」 

講 師  丸山 文 氏 

 （NPO法人中信多文化共生ネットワーク） 

 （参加者 会場１３名、後日配信５名） 

第２回 令和７年９月１８日(木) 

  テーマ 「自分らしく生きられる差別のな

い松本市を目指して」 

講 師  猪又 竜 氏 

 （長野県ヘルプマークディレクター 

 ＳＯＭＰＯホールディングス株式会社） 

 （参加者 会場８名、後日配信６名） 
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講 師  土田 英文 氏 

 （一般社団法人日本アンガーマネジメント 

協会参事） 

 （参加者 会場１５名、オンライン１０名） 

第４回 令和６年１１月２１日（木） 

テーマ 「働きながら治療する人に周囲が

できること」 

講 師 北原 光子 氏 

(長野県不妊・不育専門相談センター相談員・

助産師) 

  (参加者 会場８名、オンライン６名) 

第３回 令和７年１０月１５日（水） 

テーマ 「世代間ギャップ克服法 ～アニ

メでたどる世代間ギャップ～」 

講 師  赤沼 留美子 氏 

（株式会社スマイル・ラボ 代表取締役） 

 （参加者 会場１９名、後日配信５名） 

第４回 令和７年１１月２１日（金） 

テーマ 「カスハラ対策の実践」 

講 師 柳沢 武樹 氏 

(松本市カスタマーハラスメント対策室) 

犯罪被害

者等支援 

１ 目的 

犯罪被害を受けた方への支援や、犯罪被害

への理解を拡大することを通じて、誰もが安

心して暮らすことができる地域社会を実現す

るもの。 

２ 条例、規則 

  松本市犯罪被害者等支援条例 

  松本市犯罪被害者等支援金支給要綱 

  松本市犯罪被害者等日常生活支援助成金交

付要綱 

  松本市犯罪被害者等相談支援事業実施要綱 

３ 支援施策 

 ⑴ 相談窓口の設置 

 ⑵ 支援金の支給 

 ⑶ カウンセリング費用、裁判費用助成 

 ⑷ 日常生活支援サービルの利用調整 

４ 啓発イベント 

  松本警察署と連携し、古書の売却代金を犯

罪被害者支援に充当するホンデリングイベン

トを実施 

１ 目的 

犯罪被害を受けた方への支援や、犯罪被害

への理解を拡大することを通じて、誰もが安

心して暮らすことができる地域社会を実現す

るもの。 

２ 条例、規則 

  松本市犯罪被害者等支援条例 

  松本市犯罪被害者等支援金支給要綱 

  松本市犯罪被害者等日常生活支援助成金交

付要綱 

  松本市犯罪被害者等相談支援事業実施要綱 

３ 支援施策 

 ⑴ 相談窓口の設置 

 ⑵ 支援金の支給 

 ⑶ カウンセリング費用、裁判費用助成 

 ⑷ 日常生活支援サービルの利用調整 

４ 啓発イベント 

  松本警察署と連携し、古書の売却代金を犯

罪被害者支援に充当するホンデリングイベン

トを実施。 

多文化 

共生推進

事業 

１ 目的 

日本人も、外国にルーツを持つ人も共に、豊

かで安全に暮らせる多文化共生社会の実現を

目指し、多文化共生推進プランの施策を推進

するもの 

２ 活動実績 

 ⑴ 多文化共生推進プランの進行管理 

   多文化共生推進協議会の開催（３回） 

 ⑵ 多文化共生推進プラン施策の実施 

  ア 地域社会 

   (ｱ) 出前講座 ８回 

   (ｲ) キーパーソン登録者１６２人 

  イ コミュニケーション 

   (ｱ) 多言語生活ガイドブックの周知 

   (ｲ) 庁内文書の翻訳及び通訳の派遣 

   (ｳ) ポルトガル語相談員の配置 

      毎週月曜日から金曜日 

      午前９時半～午後３時半 

１ 目的 

日本人も、外国にルーツを持つ人も共に、豊

かで安全に暮らせる多文化共生社会の実現を

目指し、多文化共生推進プランの施策を推進

するもの 

２ 活動実績 

⑴ 第４次多文化共生推進プランの策定 

多文化共生推進プランの進行管理 

   多文化共生推進協議会の開催（３回） 

 ⑵ 多文化共生推進プラン施策の実施 

  ア 地域社会 

   (ｱ) 出前講座の実施 

   (ｲ) キーパーソン登録の推進 

   (ｳ) 地域づくりセンターと連携した、多

文化共生に資するイベントの開催 

  イ コミュニケーション 

   (ｱ) 多言語生活ガイドブックの周知 

   (ｲ) 庁内文書の翻訳及び通訳の派遣 
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  ウ 教育・子育て 

   (ｱ) 子ども日本語教育センターでの日

本語指導（学校教育課） 

   (ｲ) 進学前ガイダンス（学校教育課） 

エ 暮らし 

（ｱ） 災害多言語支援センター設置訓練

の実施（長野県と共催） 

(ｲ) 多言語防災ハンドブックの周知 

(ｳ) 就労定着支援研修の周知 

⑶ 多文化共生プラザの設置運営 

  ア 相談件数 １，３８３件 

  イ 多言語相談者数 延べ２９５人 

  ウ イベント 延べ３８０人参加  

 ⑷ 地域日本語教育推進事業の実施 

   地域日本語教室の開催  

１０回延べ１２５人参加 

   (ｳ) ポルトガル語相談員の配置 

      毎週月曜日から金曜日 

      午前９時半～午後３時半 

  ウ 教育・子育て 

   (ｱ) 子ども日本語教育センターでの日

本語指導（学校教育課） 

   (ｲ) 進学前ガイダンス（学校教育課） 

  エ 暮らし 

   （ｱ） 災害多言語支援センター設置訓練 

の実施 

(ｲ) 多言語防災ハンドブックの周知 

(ｳ) 就労定着支援研修の周知 

 ⑶ 多文化共生プラザの設置運営 

 

ジェンダ

ー平等セ

ンター 

相談事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 面接相談 

  心の悩みや夫婦の問題等生活全般について

相談員による相談を実施。 

  時間 午後１時～午後５時 

     ※第２・４金は午後４時～午後７時 

     （月・火・木・金） 

 

２ 電話相談 

 ⑴ 電話相談 

   時間 午前９時～正午（火、木、第1・3金） 

      午後１時～午後４時（第2・4金） 

 ⑵ 男性電話相談 

   時間 午後５時～８時（毎月第2、3、4火） 

 

３ 女性弁護士相談 

  毎月第２・４火  

午後１時３０分～午後３時３０分 

 

１ 面接相談 

  心の悩みや夫婦の問題等生活全般について

相談員による相談を実施。 

  時間 午後１時～午後５時 

     ※第２・４金は午後４時～午後７時 

     （月・火・木・金） 

 

２ 電話相談 

 ⑴ 電話相談 

   時間 午前９時～正午（火、木、第1・3金） 

      午後１時～午後４時（第2・4金） 

 ⑵ 男性電話相談 

   時間 午後５時～８時（毎月第2、3、4火） 

 

３ 女性弁護士相談 

  毎月第２・４火  

午後１時３０分～午後３時３０分 
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【行政管理課・平和推進課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

松本市 

平和記念 

式典 

１ 趣旨  

松本市平和都市宣言が目指す「核兵器の廃

絶と戦争のない明るい住みよいあすの郷土」

づくりを進めるため、平和祈念碑「平和の誓

い」のもとに市民が集まり、平和の尊さを次世

代に継承し、世界恒久平和の実現を祈念する

ため開催するもの 

２ 期日  

令和６年８月１５日（木） 

３ 会場  

あがたの森公園平和ひろば平和祈念碑前及

びあがたの森文化会館講堂 

４ 内容  

折鶴献呈、黙とう、平和都市宣言朗読、平和

への思い発表、平和の集い 

５ 参加者 

約２００名 

１ 趣旨  

松本市平和都市宣言が目指す「核兵器の廃

絶と戦争のない明るい住みよいあすの郷土」

づくりを進めるため、平和祈念碑「平和の誓

い」のもとに市民が集まり、平和の尊さを次

世代に継承し、世界恒久平和の実現を祈念す

るため開催するもの 

２ 期日  

令和７年８月１５日（金） 

３ 会場  

あがたの森公園平和ひろば平和祈念碑前

及びあがたの森文化会館講堂 

４ 内容  

折鶴献呈、黙とう、平和都市宣言朗読、平

和への思い発表、平和の集い 

５ 参加者 

約２４０名 

広島 

平和記念 

式典等 

参加事業 

１ 趣 旨 

原爆が投下された被爆地広島を訪れ、広島

市が８月６日に開催している平和記念式典に

参加することで、戦争の悲惨さ、原爆の恐ろし

さ、平和の尊さを実感し、平和意識高揚を図る

もの 

２ 期 日 

令和６年８月５日（月）～７日（水） 

３ 参加者 

⑴ 中学生２２名（中学校２４校代表者各１

名） 

※安曇中学校、大野川中学校から地区で１

名 

 １校が参加辞退 

⑵ 松本ユース平和ネットワーク３名（大学

生１名、高校生２名） 

４ 内 容 

  「ヒロシマ青少年平和の集い」への参加、

広島平和記念式典への参列、広島平和記念資

料館・江田島旧海軍兵学校の見学、体験記録

集「ひろしまレポート」の作成 

１ 趣 旨 

原爆が投下された被爆地広島を訪れ、広島

市が８月６日に開催している平和記念式典

に参加することで、戦争の悲惨さ、原爆の恐

ろしさ、平和の尊さを実感し、平和意識高揚

を図るもの 

２ 期 日 

令和７年８月５日（火）～７日（木） 

３ 参加者 

⑴ 中学生２２名（中学校２４校代表者各１

名） 

※安曇中学校、大野川中学校から地区で１

名 

 １校が参加辞退 

⑵ 松本ユース平和ネットワーク４名（高校

生） 

４ 内 容 

  「第１回全国平和学習の集い」への参

加、広島平和記念式典への参列、広島平和

記念資料館・江田島旧海軍兵学校の見学、

体験記録集「ひろしまレポート」の作成 

平和三行

詩コンク

ール 

１ 趣 旨 

平和に関する三行詩を募集・公開し、平和の

尊さやいのちの大切さ、戦争の悲惨さなどを

多くの皆さんに考えていただく機会を設け、

平和の連鎖を継続させるもの 

２ 募集期間 

令和６年５月１３日（月）～６月１４日（金） 

３ 内 容 

平和三行詩の募集（１人３作品まで）、表彰

１ 趣 旨 

平和に関する三行詩を募集・公開し、平和

の尊さやいのちの大切さ、戦争の悲惨さなど

を多くの皆さんに考えていただく機会を設

け、平和の連鎖を継続させるもの 

２ 募集期間 

令和７年５月１９日（月）～６月６日（金） 

３ 内 容 

平和三行詩の募集（１人３作品まで）、表
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式（８月１５日平和の集い内）、まつもと平和

ミュージアムへ全作品掲載 

４ 応募者数・応募総数 

  ６０７名 １，２３４作品 

彰式（８月１５日平和の集い内）、まつもと

平和ミュージアムへ全作品掲載 

４ 応募者数・応募総数 

  ３６４名 ６８１作品 

オンライ

ン平和 

学習 

１ 趣 旨 

テレビ会議ツールを活用し、戦争体験者や

平和資料館学芸員等を講師としたオンライン

講話を行い、より多くの小中学生へ平和学習

の機会を設けるもの 

２ 期 日 

  通年 

３ 対 象 

  申込みのあった小中学校（令和６年度は申

込なし） 

４ 内 容（プログラム候補） 

 ⑴ 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館（長

崎県） 

 ⑵ 知覧特攻平和会館（鹿児島県） 

 ⑶ 旧海軍司令部壕事業所（沖縄県） 

⑷ ひめゆり平和祈念資料館（沖縄県） 

１ 趣 旨 

テレビ会議ツールを活用し、戦争体験者

や平和資料館学芸員等を講師としたオンラ

イン講話を行い、より多くの小中学生へ平

和学習の機会を設けるもの 

２ 期 日 

  通年 

３ 対 象 

  申込みのあった小中学校 

４ 内 容（プログラム候補） 

 ⑴ 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館（長

崎県） 

 ⑵ 知覧特攻平和会館（鹿児島県） 

 ⑶ 旧海軍司令部壕事業所（沖縄県） 

 ⑷ ひめゆり平和祈念資料館（沖縄県） 

松本ユー

ス平和ネ

ットワー

ク 

１ 趣 旨 

若者が自ら平和について考え、学習し、発

信する活動を行うもの 

２ 期 日 

通年 

３ 在籍メンバー 

  ９名（大学生４名、高校生５名） 

４ 内 容 

⑴ 「満蒙開拓の歴史」企画展開催の補助 

⑵ 平和三行詩コンクール作品審査（特別賞

の選出） 

 ⑶ 広島平和記念式典等参加事業への随行 

⑷ 中央図書館平和資料コーナーの展示替え 

１ 趣 旨 

若者が自ら平和について考え、学習し、

発信する活動を行うもの 

２ 期 日 

通年 

３ 在籍メンバー 

  １０名（大学生４名、高校生６名） 

４ 内 容 

⑴ 平和三行詩コンクール作品審査（特別

賞の選出） 

⑵ 広島平和記念式典等参加事業への参加 

⑶ 戦後８０周年記念事業「松本と鹿児島

をつなぐ 特攻から考える平和学習」へ

の参加 
戦後８０

周年記念

事業「松

本と鹿児

島をつな

ぐ 特攻

から考え

る平和学

習」 

 １ 趣 旨 

信州まつもと空港発着のチャーター便を

活用し、鹿児島の知覧等を２泊３日で訪れ、

特攻の歴史から「戦争」や「平和」について

学ぶもの 

２ 参加者（現地学習） 

⑴ 若者（松本市内の小学生～２０代） 

 ５０名 

⑵ 一般（関係者含む） ３１名 

３ 内 容 

 ⑴ 令和７年９月２８日（日） 

   第１フェーズ事前学習会（オリエンテ

ーション、有識者による講義 等） 

 ⑵ １０月２５日（土）～２７日（月） 
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   第２フェーズ現地学習（知覧特攻平和

会館・万世特攻平和祈念館の見学、語り

部講話、戦争史跡巡り、現地住民との交

流・意見交換 等） 

 ⑶ １１月１６日（日） 

   第３フェーズ活動報告会（学習内容の

共有） 

   ※「松本市青少年健全育市民大会・「松

本子どもの権利の日」市民フォーラム」

と共同開催（二部構成） 

戦後８０

周年記念

事業「無

言館と松

代大本営

を巡る親

子平和バ

ス ツ ア

ー」 

 １ 趣 旨 

松本市内小中学生及びその保護者を対象

に、無言館及び松代大本営地下壕を訪れ、県

内に残る戦争の歴史について理解を深める

もの 

２ 期 日 

令和７年１０月４日（土）・１１月２２日

（土） 

３ 参加者 

 松本市内の小中学生及びその保護者 

各３０名程度 

４ 内 容 

  無言館及び松代大本営地下壕の見学、

まつもと平和ミュージアムへ参加者の感想

公開 
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【人事課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

職員研修 

 

 

１ 内容  障がいのある方への対応 

２ 期日  令和６年４月２３日(火) 

３ 対象  新規採用職員 ７０名 

４ 講師  障がい福祉課職員 

１ 内容  障がいのある方への対応 

２ 期日  令和７年８月２８日(木) 

３ 対象  新規採用職員 １０９名 

４ 講師  障がい福祉課職員 
職員研修 １ 内容  人権・男女共生・国際交流 

２ 期日  令和６年５月９日（木） 

３ 対象  新規採用職員 ６９名 

４ 講師  人権共生課職員 

１ 内容  人権研修 

２ 期日  令和７年８月２８日(木) 

３ 対象  新規採用職員 １０９名 

４ 講師  人権共生課職員 

職員研修 １ 研修名  人権研修 

２ 内容、期日、対象、講師 

 ⑴ 犯罪被害者支援 

 ・期日 令和６年８月６日(火) 

・対象 全職員（部課長人権研修対象） 

３４名 

・講師 犯罪被害者遺族 川上 哲義 氏 

 ⑵ 多文化共生 

  ・期日 令和６年１０月８日(火) 

  ・対象 全職員（部課長人権研修対象） 

１９名 

・講師 東京出入力在留管理局在留支援部

門職員 

１ 研修名  人権研修 

２ 内容、期日、対象、講師 

⑴ 同和問題 

・期日 令和７年９月１１日(木) 

・対象 全職員（部課長人権研修対象） 

２０名 

・講師 中信教育事務所学びの共創課職員 

⑵ 多文化共生 

・期日 令和７年１０月１５日(水) 

・対象 全職員（部課長人権研修対象） 

３１名 

・講師 人権共生課職員 

職員研修 

 

 

 

１ 研修名 障がい者理解促進研修 

２ 期日  令和６年８月２８日（水） 

３ 対象  全職員（部課長人権研修対象） 

４９名 

４ 講師  ハローワーク松本職員 

１ 研修名 障がい者理解促進研修 

２ 期日  令和７年８月２７日（水） 

３ 対象  全職員（部課長人権研修対象） 

５４名 

４ 講師  ハローワーク松本職員 

職員研修 １ 研修名 認知症に関する研修 

２ 期日  令和６年１０月１１日（金） 

３ 対象  全職員（部課長人権研修対象） 

４６名 

４ 講師  高齢福祉課職員 

１ 研修名 認知症に関する研修 

２ 期日  令和７年１０月６日（月） 

３ 対象  全職員（部課長人権研修対象） 

４４名 

４ 講師  高齢福祉課職員 

【総合戦略室】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

ユニバー

サルデザ

イン意識

啓発事業 

１ 趣旨 

  平成２０年５月に｢松本市ユニバーサルデ

ザイン推進基本指針｣を策定し、ユニバーサ

ルデザインの考え方をまちづくりの基本的な

姿勢として、さらに具体化に向け取り組みを

推進する。 

２ 事業内容 

 ⑴ 松本市ユニバーサルデザイン推進会議の

開催 

 ⑵ 一般社団法人まつもとユニバーサルデザ

イン研究会との連携事業 

 ⑶ デジタルツールを活用した情報発信 

１ 趣旨 

  平成２０年５月に｢松本市ユニバーサルデ

ザイン推進基本指針｣を策定し、ユニバーサ

ルデザインの考え方をまちづくりの基本的な

姿勢として、さらに具体化に向け取り組みを

推進する。 

２ 事業内容 

 ⑴ 松本市ユニバーサルデザイン推進会議の

開催（令和８年３月開催予定） 

 ⑵ 一般社団法人まつもとユニバーサルデザ

イン研究会との連携事業 

 ⑶ デジタルツールを活用した情報発信 
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【地域づくり支援課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

買い物弱

者相談事

業 

日常の買い物に不便を感じている人の相談に

応じ、情報の提供を実施。解決に向けて関係課

及び業者・団体等と連携して対応する 

 令和６年度 相談実績 ０件 

日常の買い物に不便を感じている人の相談に

応じ、情報の提供を実施。解決に向けて関係課

及び業者・団体等と連携して対応する 

 令和７年度 相談実績 １件 

 

【市民課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

住民基本

台帳事務

における

支援措置 

 配偶者からの暴力やストーカー行為及び児童

虐待などの被害者を保護するため、申し出に基

づき、住民基本台帳の閲覧制限・住民票及び戸

籍の附票の写しなどの交付を制限する支援措置

を実施しました。 

 配偶者からの暴力やストーカー行為及び児童

虐待などの被害者を保護するため、申し出に基

づき、住民基本台帳の閲覧制限・住民票及び戸

籍の附票の写しなどの交付を制限する支援措置

を実施します。 

本人通知

制度 

 代理人申請による住民票の写し、戸籍の謄

本・抄本の不正取得を防ぎ、個人の権利の侵害

を抑止するため、委任者本人宛の通知を速やか

に送付しました。 

また、個人情報保護の条例による開示請求に

も迅速に対応しました。 

 代理人申請による住民票の写し、戸籍の謄

本・抄本の不正取得を防ぎ、個人の権利の侵害

を抑止するため、委任者本人宛の通知を速やか

に送付しました。 

また、個人情報保護の条例による開示請求に

も迅速に対応します。 
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【福祉政策課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

災害時 

要援護者 

支援ﾌﾟﾗﾝ 

推進事業 

災害時に避難が困難となる障がい者や高齢者

等を支援するため、日常から地域で見守る体制

や、情報の共有、福祉事業者との連携体制を構築

する。 

１ 避難行動要支援者名簿の作成及び配付 

平常時から地域関係者（町会、民生委員、市社

協等）に名簿情報を提供する。 

⑴ 名簿掲載者数：18,384人 

⑵ 平常時の名簿提供者数：13,246人 

※ 令和６年10月３日現在 

２ 災害時における、高齢者・障がい者に対し

ての配慮・支援する主な事項を周知する。 

出前講座数：７件 

災害時に避難が困難となる障がい者や高齢者

等を支援するため、日常から地域で見守る体制

や、情報の共有、福祉事業者との連携体制を構築

する。 

１ 避難行動要支援者名簿の作成及び配付 

平常時から地域関係者（町会、民生委員、市

社協等）に名簿情報を提供する。 

２ 災害時における、高齢者・障がい者に対して

の配慮・支援する主な事項を周知する。 

３ 避難行動要支援者名簿の掲載者ごと個別避

難計画を作成する。 

【障がい福祉課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

障害者権

利擁護推

進事業 

１ 成年後見制度利用支援事業の推進 

  市長申立て ２件 

  報酬助成  １件 

２ 成年後見支援センターかけはしとの連携 

 幹事市である安曇野市の後方支援を行い、

成年後見支援センターかけはしと連携体制等

の課題の整理、検討などを行った。 

１ 成年後見制度利用支援事業の推進 

判断能力が十分でない障がい者で、成年 

後見制度の利用が必要な状況にありながら申

立人がいない場合に、市長による申立てを行

う。また、経済状況により後見人への報酬が

支払えない場合に、報酬の助成を行う。 

２ 成年後見支援センターかけはしとの連携 

  今年度より 2 年間、幹事市として他市村の

意見集約を行い、成年後見支援センターかけ

はしと相談支援体制の課題の整理、検討につ

いて定期的に協議を行う。 

障がい者

福祉啓発

推進事業 

１ 障害者週間に合わせたイベントの開催 

  令和６年１２月７日（土）に車椅子インフ

ルエンサーを講師に迎え、講演会やトーク

セッションを開催 

２ 長野県障がい者文化芸術祭inながの 

  例年どおり多数の作品を出品した。 

３ 障害者差別解消法の周知啓発 

市役所の職員、一般事業者向けに研修会を

開催した。 

１ 障害者週間に合わせたイベントの開催 

令和７年１２月５日（金）に知的障害者育

成会キャラバン隊による啓発、当事者による

講演、楽団ケ・セラによる演奏会等を実施予

定 

２ 長野県障がい者文化芸術祭inながの 

例年どおり多数の作品を出品した。 

３ 障害者差別解消法の周知啓発 

市役所の職員、一般事業者向けに研修会を

開催した。 

高齢者・

障害者虐

待防止 

ネットワ

ークによ

る支援 

１ 高齢者・障害者虐待防止ネットワーク協議

会の開催 

  第１回：令和６年７月１８日（木） 

第２回：令和７年１月２８日（火）に開催 

  関係団体との連携、情報交換、事例検討を

行う。 

また、協議会の事業計画に基づき周知・啓発を

通じて虐待防止を推進する。 

１ 高齢者・障害者虐待防止ネットワーク協議

会の開催 

  第１回 令和７年８月７日（月）開催 

第２回 令和８年１月１３日（火） 

開催予定 
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【高齢福祉課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

高齢者権

利擁護推

進事業 

・成年後見制度説明会 

 年６回（隔月開催） ２２件 

・成年後見制度研修会（福祉関係者向け） 

日 時：令和６年８月３０日 

テーマ：「将来に備える制度について学ぶ～

成年後見制度・相続・遺言書～」 

 講 師：依田 淑史 司法書士 

・成年後見支援センターかけはしへの業務委託 

・松安筑成年後見ネットワーク協議会  

令和６年７月１１日、令和７年１月１６日 

・成年後見制度相談会 

 年６回（隔月開催）  

・高齢者障害者成年後見制度啓発講演会の開催 

 年１回 

・成年後見支援センターかけはしへの業務委託 

 年２回 

・松安筑成年後見ネットワーク協議会の開催 

 年２回 

高齢者・

障害者虐

待防止 

ネットワ

ークに 

よる支援 

・協議会 

 令和６年７月１８日、令和７年１月２８日 

開催 

・啓発講演会   

日 時：令和７年２月６日 

テーマ：「住み慣れた地域で暮らすために知

っておこう虐待のこと、認知症のこ

と」 

 講 師：小竹 美千穂 社会福祉士 

     武藤  隆  医師 

・啓発活動  

日時：令和６年１２月１３日 

内容：ティッシュ配り 

・協議会の開催 

 年２回 

・啓発講演会の開催 

 年１回 

・啓発活動 

 年１回 

成年後見

制度利用 

支援事業 

・成年後見制度市長申立 

 実績 １０件 

・低所得のため成年後見制度の利用が困難な高

齢者に対する成年後見人報酬の助成 

 実績５件(申立費用助成４件、報酬助成１件) 

・判断能力が十分でない認知症高齢者で、成年

後見制度の利用が必要な状況にありながら申立

人がいない場合に、市長が成年後見等の審判請

求を行う。また、経済状況により後見人への報

酬を支払えない場合に、報酬の助成を行う。 
認知症施

策推進事

業 

・思いやり相談事業   年 ６回 １８件 

・サポーター養成講座 年71回 3,157人 

・ステップアップ講座 年12回   306人 

・オレンジサミット2024（市民啓発イベント） 

日時：令和６年９月２８日 

会場：イオンモール松本 

内容：本人と家族のつどい 

  ：オレンジミーティング「共生社会の実現を

推進するための認知症基本法」 

 ：高校生が伝える～認知症と共に暮らす～ 

・思いやり相談事業 

 年６回予定 

・サポーター養成講座 

 年70回予定 

・ステップアップ講座 

 年12回予定 

・オレンジサミット2025 
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【健康づくり課・保健予防課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

自殺予防

対策事業 

１ 自殺予防対策推進協議会の開催 

２ 相談支援事業 

自殺予防専用相談｢いのちのきずな松本｣の

開設 

相談者延人数1,412人 

３ 気づき見守る地域づくり 

地区役員等への自殺予防・こころの健康に

関する講座の開催 

地域支援者育成：91回、1,887人 

４ 普及啓発の推進 

⑴ 若い世代への啓発 

ア 中学２年生とその保護者への自殺予防

に関するパンフレット、リーフレットの

配布 

    配布数：2,323部 

イ 中学３年生・高校３年生への啓発 

新生活応援レシピへの自殺予防に関す

る内容の掲載 

ウ 小学４年生とその保護者への相談窓口

啓発用絆創膏セット・リーフレット配布 

    配布数2,172個 

⑵ ＳＯＳの出し方に関する教育 

  ア ＣＡＰ出前講座 

    ７講座（こども３回105人、大人４回

121人）  

  イ ＳＯＳの出し方出前講座 

    10講座 422人（中学生） 

⑶ 広報まつもとによる啓発 

⑷ 自殺対策強化月間（３月）にあわせ、図

書館にて自殺予防・こころの健康に関する

テーマ展示 

⑸ 検索連動型広告の実施 

⑹ 自殺予防月間の街頭キャンペーンの実施 

５ 自死遺族等への支援 

自死遺族の会等の周知及び会場の確保 

１ 自殺予防対策推進協議会の開催 

２ 相談支援事業 

自殺予防専用相談｢いのちのきずな松本｣の

開設 

３ 気づき見守る地域づくり 

地区役員等への自殺予防・こころの健康に関

する講座の開催 

４ 普及啓発の推進 

⑴ 若い世代への啓発 

ア 中学２年生とその保護者への自殺予防

に関するパンフレット、リーフレットの

配布 

イ 中学３年生・高校３年生への啓発 

新生活応援レシピへの自殺予防に関す

る内容の掲載 

ウ 小学４年生とその保護者への相談窓口

啓発用絆創膏セット・リーフレット配布 

エ 大学・短大等に相談窓口啓発ステッカ

ー配布 

⑵ ＳＯＳの出し方に関する教育 

⑶ 広報まつもとによる啓発 

⑷ 自殺対策強化月間（３月）にあわせ、図

書館にて自殺予防・こころの健康に関する

テーマ展示 

⑸ 検索連動型広告の実施 

⑹ 自殺予防月間の街頭キャンペーンの実施 

５ 自死遺族等への支援 

自死遺族の会等の周知及び会場の確保 

６ 自殺未遂者支援事業（保健予防課主管） 

エイズ・

性感染症 

予防事業 

講師を派遣し、エイズや性感染症予防の正し

い知識の普及啓発や患者・感染者への理解を深

めるために、一人ひとりの命や人権を大切にす

ることに配慮した講座を実施した。 

実施回数 １０２回 

計 ６，８０５人 

講師を派遣し「エイズや性感染症予防の正し

い知識」及び「患者・感染者への理解」を深め

るため、命の大切さや妊娠・出産について総合

的な学びの出前講座を実施する。 

実施回数  ９７回 （見込み） 

計  ７，５６１人 （見込み） 
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【こども育成課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

子どもに

やさしい

まちづく

り委員会 

市民・有識者等（１５名）で構成する委員会を

開催し、「松本市子どもにやさしいまちづくり推

進計画」の進捗状況の検証や子どもに関する施

策等についての検討・審議を行っています。 

１ 会議回数 ５回 

２ 主な議題 

⑴ 第３期松本市子どもにやさしいまちづく

り推進計画の策定に向けた検討・審議 

⑵ 第２期計画の施策に係る令和５年度の進

捗状況の検証 

市民・有識者等（１５名）で構成する委員会

を開催し、「松本市子どもにやさしいまちづく

り推進計画」の進捗状況の検証や子どもに関す

る施策等についての検討・審議を行っていま

す。 

開催回数：３回 

青少年問

題・いじ

め問題対

策連絡協

議会の開

催 

「地方青少年問題協議会法｣及び｢松本市青少

年問題・いじめ問題対策連絡協議会条例｣により

設置され、青少年の健全育成に関する総合的施

策の樹立のための審議及び連絡調整を実施して

います。 

１ 開催日 令和６年７月４日(木) 

２ 内容 

⑴ 青少年問題及び子どもの権利に関わる取

組み 

⑵ 子どもの居場所づくり推進事業の実施状   

 況 

⑶ 市内小中学校のいじめの状況・取組み 

⑷ 学都松本寺子屋事業の取組み 

⑸ 小規模特認校等の取組み 

⑹ 青少年ホームの取組み 

⑺ 薬物乱用防止啓発事業 

｢地方青少年問題協議会法｣及び｢松本市青少

年問題・いじめ問題対策連絡協議会条例｣によ

り設置され、青少年の健全育成に関する総合的

施策の樹立のための審議及び連絡調整を実施し

ています。 

１ 開催日 令和７年９月１８日（木） 

２ 事業報告 

⑴ 青少年問題及び子どもの権利に関わる取

組み 

⑵ 子どもの居場所づくり推進事業の実施状 

 況 

⑶ 青少年ホームの取組み 

⑷ 市内小中学校のいじめの状況・取組み 

⑸ 学都松本寺子屋事業の取組み 

⑹ 小規模特認校等の取組み 

⑺ 薬物乱用防止啓発事業 

３ 委員による意見交換 

子どもの

権利相談

室「ここ

ろの鈴」 

子どもの権利侵害に対する救済、回復を支援

するための相談室を運営しています。子どもの

権利擁護委員３名、調査相談員４名体制で相談、

調査、調整等を行っています。 

（相談件数延べ４７３件） 

市内の全小中学生及び高校生を対象とした、

こころの鈴通信の発行（年４回）及び案内カード

の配布や、児童館・児童センターでの出前学習会

を実施しました。（児童センター７館訪問）） 

 市内の全小中学生及び高校生を対象とした、

こころの鈴通信の発行（年４回）及び案内カー

ドの配布や、児童館・児童センターでの出前学

習会を開催します。 
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子どもの

権利の普

及・啓発

事業 

子どもの権利の普及・啓発を行いました。 

１ 「松本子どもの権利の日」市民フォーラムの

開催 

⑴ 青少年健全育成功績者等の表彰 

⑵ 「ダブルダッチ部発表」松本深志高校 

⑶ 「市への提言」まつもと子ども未来委員会 

⑷ 「市長・教育長ＶＳ高校生」討論会 

２ 「まつもと子どもの権利ウィーク」を実施

し、集中的にＰＲしました。（１１月１７日～

２３日） 

市内各施設の子どもの入館料・利用料の無

料化及びパネル展の実施や小中学校での校内

放送、権利ニュースの発行 ほか 

３ 子どもの権利学習パンフレットの発行 

市内の小中学校の児童・生徒に配布して、授

業等での活用を依頼しました。 

子どもの権利の普及・啓発を行います。 

１ 「松本子どもの権利の日」市民フォーラム

の開催 

２ 「まつもと子どもの権利ウィーク」を実施

し、集中的にＰＲしています。（１１月１６

日～２４日） 

市内各施設の子どもの入館料・利用料の無

料化及び親子学びの体験、パネル展の実施や

小中学校での校内放送、権利ニュースの発行 

ほか 

３ 子どもの権利学習パンフレットの発行 

市内の小中学校の児童・生徒に配布して、

授業等での活用を依頼しました。 

まつもと

子どもス

マイル運

動 

 

 

 

 

 

大人と子どもが積極的に関わりを持つこと

で、共に笑顔で暮らせる地域社会を目指すため、

登録制により「スマイルバンド」（シリコン製リ

ストバンド）を配布し、身につけた大人が、子ど

もの登下校時の見守りや、笑顔で声かけ（あいさ

つ）などを行う事業を実施しています。 

新規登録者数：  １０１名 

延べ登録者数：１，４６５名 

大人と子どもが積極的に関わりを持つこと

で、共に笑顔で暮らせる地域社会を目指すため、

子どもの登下校時の見守りや、笑顔で声かけ（あ

いさつ）などを行う事業を引き続き実施してい

ます。 

児童館・児童センターでの出前学習会等で周

知を図ります。 

まつもと

子ども未

来委員会 

 

 

 

 

 

 

自主応募による子どもたち４３人（小学校５

年生から高校３年生まで）が、学校、地域、年代

を越えて、市政や地域の課題について学び、自ら

まちづくりについて考え、市長への提言を行い

ます。 

また、市内大学生によるサポーター３名が活

動を支援しました。 

委員会１４回、施設見学、市への提言 

自主応募による子どもたち（小学校５年生か

ら高校３年生まで）が、学校、地域、年代を越え

て、市政や地域の課題について学び、自らまち

づくりについて考え、市長への提言を行います。 

市内大学生によるサポーターが活動を支援す

るようにします。 

開催回数：１４回 

ﾒﾃﾞｨｱ 

・ﾘﾃﾗｼｰ

講座 

児童や生徒がインターネットやスマートフォ

ンの適切な使い方やルールづくりなどを学ぶた

めの「メディア・リテラシー講座」を市内の小中

学校の児童・生徒、保護者等を対象に開催してい

ます。 

（４０講座〔４０校〕を開催） 

小学校 ２３校 ２，４３９人（児童等） 

中学校 １５校 ４，８５９人（生徒等） 

小中学校 ２校    ４３人（児童・生徒等） 

児童や生徒がインターネットやスマートフォ

ンの適切な使い方やルールづくりなどを学ぶた

めの「メディア・リテラシー講座」を市内の小

中学校の児童・生徒、保護者等を対象に開催し

ています。 

令和７年度開催予定 ４０講座 
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【こども福祉課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

児童虐待

相談事業 

・児童虐待防止、予防のため関係機関との連携

を密にするとともに、迅速な対応と必要に応じ

て的確な支援の実施 

庁内関係課等との処遇検討会議の継続実施 

・児童虐待防止、予防のため関係機関との連

携を密にするとともに、迅速な対応と必要に

応じて的確な支援の実施 

庁内関係課等との処遇検討会議の継続実施 

要保護児

童対策 

地域協議

会運営 

 

児童虐待防止のため関係機関との連携を図

り、早期発見、早期対応を目的に代表者会議及

び年８回の実務者会議を開催 

１ 代表者会議 １回 
２ 実務者会議 ８回 

 児童虐待防止のため関係機関との連携を図

り、早期発見、早期対応を目的に代表者会議

及び年８回の実務者会議を開催 

１ 代表者会議 １回 

２ 実務者会議 ８回 

児童虐待

防止啓発 

事業 

秋のこどもまんなか月間を中心にオレンジリ

ボン・児童虐待防止推進キャンペーンの一環と

して、松本市公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）での

情報発信、市役所本庁舎や松本駅への懸垂幕・

横断幕の掲示等を実施 

１ 11月に松本市公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ）

での情報発信 

２ 11月に、懸垂幕・横断幕を掲示 

３ 10月･11月に民間団体と共同での周知啓発

活動の実施 

秋のこどもまんなか月間を中心に、オレン

ジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンの

一環として、松本市公式Ｘ（旧Ｔｗｉｔｔｅ

ｒ）での情報発信、市役所本庁舎や松本駅へ

の懸垂幕・横断幕の掲示等を実施 

 

子どもの

居場所づ

くり推進

事業 

（子ども

の未来応

援事業 

新規団体及び新規会場の開設を図り、実施地

域の拡大を目指した。（小学校区に１か所以上） 

・会場数 ２５会場（前年度比７会場の増） 

新規団体及び新規会場の開設を図り、実施

地域の拡大を目指す。（小学校区に１か所以

上） 

・目標会場数 ２８会場 

ひとり親

相談事業 

 

ひとり親家庭の総合的な相談に応じ、その自

立に必要な助言、支援及び情報提供を行った。 

 ・相談件数 ４４２件 

ひとり親家庭の総合的な相談に応じ、その

自立に必要な助言、支援及び情報提供を行

う。 

女性相談

事業 

県及び警察署との更なる連携強化により、生

命の危険に及ぶおそれがある相談者の安全確保

と自立支援を行った。 

 ・相談件数 ５４３件 

県及び警察署との更なる連携強化により、

生命の危険に及ぶおそれがある相談者の安全

確保と自立支援を行う。 
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【商工課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

職業・ 

労働相談 

 職業相談、雇用、賃金、労働時間、職場のトラ

ブルなど、労働関係全般にわたる相談について、

専任の相談員を配置して対応しているもの 

１ 相談日 毎週水曜日の９時～１７時 

（土日、祝日、年末年始は除く） 

※水曜日以外は職員が対応し、必要に応じ

て他の相談機関を案内 

２ 実績１５４件 

職業相談、雇用、賃金、労働時間、職場の

トラブルなど、労働関係全般にわたる相談に

ついて、専任の相談員を配置して対応してい

るもの。 

１ 相談日 毎週水曜日の９時～１７時 

（土日、祝日、年末年始は除く。） 

※水曜日以外は職員が対応し、必要に応

じて他の相談機関を案内 

勤労者 

心の健康

相談 

仕事や家庭・人間関係に悩んでいる勤労者及

びその家族、会社関係者等を対象に、専門のカウ

ンセラーが相談に応じるもの。 

１ 相談日 毎月４回 

 第１月曜日８時３０分～１１時３０分 

 第２、第４月曜日１３時～１７時 

 第３木曜日１３時～１７時 

２ 実績１１８件 

仕事や家庭・人間関係に悩んでいる勤労者及

びその家族、会社関係者等を対象に、専門のカウ

ンセラーが相談に応じるもの。 

１ 相談日 毎月４回 

 第１月曜日８時３０分～１１時３０分 

 第２、第４月曜日１３時～１７時 

 第３木曜日１３時～１７時 

労働相談

支援事業 

 労使関係や日常生活での悩みなどの諸問題の

解決を図るため、ＮＰＯ法人ユニオンサポート

センターに委託して専門の相談員（社会保険労

務士など）が相談に応じているもの。 

実績 年間相談件数２，８１４件 

労使関係や日常生活での悩みなどの諸問題の

解決を図るため、ＮＰＯ法人ユニオンサポート

センターに委託して専門の相談員（社会保険労

務士など）が相談に応じているもの 

働き方改

革セミナ

ー 

ワークライフバランスに関するセミナーを開

催し、労働者の意識向上に努めているもの。 

令和６年度はハラスメントに関する法整備

や、実際に起きている具体例に触れつつ、実施

すべきカスタマーハラスメント対策を学ぶセミ

ナーを開催。 

開催日 令和７年２月２５日（火） 

   「企業が実施すべきカスタマーハラス

メント対策」 

 講師 社会保険労務士 齋藤 良 氏 

ワークライフバランスに関するセミナーを開

催し、労働者の意識向上に努めています。 

令和７年度は、人権共生課と共催し、市内に

事業所を有する企業の経営者、人事担当者、会

社役員などを対象に、人材定着セミナーを４回

と合同企業説明会を実施予定 
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【住宅課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

市営住宅

へのＤＶ

被害者受

入事業

（緊急入

居） 

１ 事業内容 

ＤＶ被害者を市営住宅へ緊急入居者とし

て受け入れるもの（期間３カ月、最長１年） 

２ 実績  

 申請者なし 

１ 事業内容 

ＤＶ被害者を市営住宅へ緊急入居者とし

て受け入れるもの（期間３カ月、最長１年） 

松本市パ

ートナー

シップ宣

誓者の市

営住宅へ

の入居の

受付 

１ 内容 

 松本市パートナーシップ宣誓書受領証ま

たは受領カードの写しをお持ちの世帯を市

営住宅の入居世帯として受け付けるもの 

２ 実績 

 申込者なし 

１ 内容 

 松本市パートナーシップ宣誓書受領証ま

たは受領カードの写しをお持ちの世帯を市

営住宅の入居世帯として受け付けるもの 

 

【教育政策課】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

第３次松

本市教育

振興基本

計画の推

進 

令和４年６月に策定された第３次教育振興

基本計画に沿って、引き続き施策別主要事業

の進捗状況確認を行い、各事業の確実な実施

と改善を行いました。 

引き続き施策別主要事業の進捗状況確認を

行うとともに、令和８年度に予定される第４

次教育振興基本計画の策定に向け、組織横断

的な事業展開の在り方を検討しました。 
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【学校教育課・学校支援室】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

学校人権

教育研究

協議会 

１ 開催日 

  令和６年７月１２日（金） 

２ 開催方法 

  参集 

３ 内容 

⑴ 人権教育講演 

（松本市の多文化共生について～やさし

い日本語編～） 

⑵ 公開授業校の研究概要発表 等 

１ 開催日 

  令和７年７月８日（火） 

２ 開催方法 

  参集 

３ 内容 

⑴ 人権教育講演 

  学校における性の多様性への配慮（人権共

生課） 

  子どもの権利について（子ども育成課） 

  あかるいみらい改訂 ワークショップ 

⑵ 公開授業校の研究概要発表 等 

人権教育

研修会 

 

 

 

１ 学校人権教育研修推進委員会 

  ５月２９日（水） 参集 

２ 中信地区社会人権教育研修会への参加 

  ７月３０日（火） 参集 

３ 指導方法等研究会への参加 

① ４月２５日（金）②７月２５日（木） 

③ １２月６日（金）④２月１４日（金） 

１ 学校人権教育研修推進委員会 

  ５月２０日（火） 参集 

２ 中信地区社会人権教育研修会への参加 

  ７月２９日（火） 参集 

３ 指導方法等研究会への参加 

① ４月２４日（木）②８月１９日（火） 

③ １２月５日（金）④２月１３日（金） 

平和を祈

る詩の朗

読会 

１ 平和を祈る詩の募集 

市内全小中学校から作品募集 

２ 平和を祈る詩の展示及び朗読会 

全募集作品を展示し、選抜された児童生徒

による朗読会を７月２０日（土）に松本市美

術館にて実施 

１ 平和を祈る詩の募集 

市内全小中学校から作品募集 

２ 平和を祈る詩の展示及び朗読会 

全募集作品を展示し、選抜された児童生徒

による朗読会を７月１９日（土）に松本市美

術館にて実施 

冊子の作

成と活用 

以下２つのＰＤＦ冊子の作成と活用周知 

１「教師自身の豊かな人権感覚」 

教師自身が、子どもたちとの生活の中で自

己の人権感覚のあり方を省みるもの 

２「学校人権教育実践記録」 

学校における人権教育の実践記録 

 

公開授業

の実施 

市内２校による研究及び公開授業の実施 

・明善中学校 １０月１７日（木） 

・四賀小学校 １１月２１日（木） 

市内２校による研究及び公開授業の実施 

・山辺中学校 １０月１６日（木） 

・旭町小学校 １１月 ４日（火） 
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【生涯学習課・中央公民館】 

事業名 令和６年度実績 令和７年度計画、実績 

多文化共

生事業 

地域在住の外国由来の住民を対象に、日本

語習得の機会を提供。また、学習を通じて相

互理解を深めながら多文化共生社会の実現を

目指す。 

１ 日本語講座 

４月～３月（全４６回）、延べ６３６人参  

 加 

中央公民館のほか、松南地区公民館、芳

川公民館で実施 

２ 木曜午前ボランティア日本語教室 

 ４月～３月（全４６回）、受講参加総数９

０５人 

外国人住民を対象に日本語取得の機会を

提供する。 

３ 松本市ヤングにほんご教室 

 ４月～３月（全３８回）、延べ１０３人参  

加 

 外国由来の子どもたちを対象に、日本語

指導及び教科指導、居場所づくりを行う。 

４ 松本みんなのにほんご教室 

 ４月～２月（全７０回）、延べ６２９人参 

加 

 外国由来の就学・就労希望の成人に対し

てのにほんご学習支援 

５ 「第１４回こいこい松本―多文化共生と

国際交流の祭り―」 

６月２３日（日）、延べ５５０人参加 

松本周辺に居住する外国人住民・外国由

来の人を中心にした交流会を開催し、互い

の文化への理解を深め、親睦を図った。 

地域在住の外国由来の住民を対象に、日本語

習得の機会を提供。また、学習を通じて相互理

解を深めながら多文化共生社会の実現を目指

す。 

１ 日本語講座 

４月～３月（全４８回）中央公民館のほ

か、松南地区 

公民館、芳川公民館で実施 

２ 木曜午前日本語教室 

４月～３月（全４５回） 

外国人住民を対象に日本語習得の機会を提

供するだけでなく、日本の文化・生活へ触れ

てもらうための課外活動なども実施。 

３ 松本みんなのにほんご教室 

４月～２月（全７１回） 

外国由来の就学・就労希望の成人に対して

の日本語学習支援 

４ 日本語ボランティアきっかけ講座 

 開催時期等未定 

 指導ボランティア不足解消に向けた基礎講  

座 

５ 日本語ボランティアスキルアップ講座 

 開催時期等未定 

 指導ボランティアの発展学習講座 

６ 松本国際ふるさと祭り「第１５回こいこい

松本」 

６月２８日（日） 

松本周辺に居住する外国人住民・外国由来

の人を中心にした交流会を開催し、互いの文

化に触れ、理解を深め、親睦を図った。 

障がい者 

学習支援

事業 

聴覚障がい者の学習支援と社会参加への意

識向上を目指すとともに、共生社会の実現に向

け、障がいへの理解を深め、人権・ノーマライ

ゼーション意識を醸成する。 

１ 聴覚障がい者と学ぶ成人学校 

「ボッチャで身体を動かそう！」 

 令和７年１月２３日（木）延べ１６名参加 

ろう者のためのスポーツの祭典であるデフ

レンピックが令和７年に日本で初めて開催

されることにあわせて実施した。 

２ 手話教室 

⑴ 初心者向け手話教室 

  １０月～２月（昼・夜、各１０回）、延

べ３０９人参加 

⑵ 中学・高校生向け手話教室 

  ８月５日、６日、７日、延べ３２人参加 

⑶ 中級者向け手話教室「手話で学ぶ手話教

聴覚障がい者の学習支援と社会参加への意識

向上を目指すとともに、共生社会の実現に向け、

障がいへの理解を深め、人権・ノーマライゼーシ

ョン意識を醸成する。 

１ 聴覚障がい者と学ぶ成人学校 

１０月～２月（全５回）、募集人員：各１５  

 人 

２ 手話教室 

⑴ 中級者向け手話教室 

  ５月～１０月（昼・夜、各１０回）、 

募集人員：２０人 

⑵ 中学・高校生向け手話教室 

  ８月（全３回）昼のみ 

募集人員：２０人 

  手話を通じてろう者への理解を深め、お

互いに信頼 し尊重し合い、将来に結び付

ける。 
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室」 

  手話奉仕員養成講座修了程度を対象に

講座を開催 

５月～１０月（昼・夜、各１０回）、延

べ２７５人参加 

手話奉仕員養成講座修了程度を対象に、

手話通訳を配置せずにろう者２名の講師

体制で、手話表現及び読み取りの技術向上

を目指した。 

⑶ 初心者向け手話教室 

  １０月～２月（昼・夜、各１０回）、 

募集人員：２０人 

地域課題

解決に向

けた学習

活動の展

開（地区

公民館） 

地区人権啓発推進協議会をはじめ、公民館委

員、学級講座の企画委員、地区担当職員などに

よる話し合いから、地域課題の解決に向けた地

域づくり学習、活動として実施 

地区人権啓発推進協議会をはじめ、公民館委

員、学級講座の企画委員、地区担当職員などによ

る話し合いから、地域課題の解決に向けた地域

づくり学習、活動として実施 

 


